Fuzin-Bunko (Library for Woman) and "Seikatsu-Kiroku" (Life-Writing) movement in Shimoina by 高木 重治
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の変遷を追うために，1950 年代後半から 60 年代を通じて定期的に刊行された下久堅婦人会の『ち
ぐさ』を中心に据えて，適宜他の地域の文集と比較しながら下伊那地域における文集活動の実態を
明らかにする。
本稿は対象とする期間を 1950 年代から 1960 年代の 20 年ほどに絞っている。女性による文庫活
動は飯伊婦人文庫（1972 年飯田婦人文庫と飯伊母親文庫が一体となって成立）として現在も続けら
れている活動である。また松尾婦人会の『ほほえみ』や下久堅婦人会の『ちぐさ』など一部の文集
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に好きな場所で好きな本を読むという状況はほとんど考えられないことであった。飯伊婦人文庫『つ














表 1　山吹村図書館における 1950 年度の年代別貸出冊数





1952 年に伊賀良村では婦人会員 600 名を対象に読書に関する調査を行い，農村女性の読書の実態
を示している 9。この調査によると本を読む者が 336 名，読まない者が 119 名で，読まない理由は時
間がないと答えたものが 99 名であった。新聞になると読む者が 449 名，読まない者が 20 名となり
多くの女性がなんらかの読書を行っていることがわかる。読書についての家庭の理解は，理解して
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まぶき』第 46 号（1952 年 9 月 13 日），第 49 号（1952 年 11 月 20 日）に掲載されている。この調






もう一度伊賀良村の婦人会員の調査にもどると，本の入手方法は買う者が 176 名，借りる者が 171 名，
図書館利用が 31 名，その他が 65 名となっている。この調査でいうところの「借りる」と「図書館利用」
の違いは不明であるが，図書館を利用して本を借りているということを明確に意識している人数は














・鼎の輪読会（鼎村公民館『鼎の新聞』第 45 号，1954 年 9 月 7日）：婦人会の教養部が企画し，雑誌『婦
人』の輪読を行った。
・喬木村の読書会（喬木村公民館『館報たかぎ』第 12 号，1955 年 5 月 15 日）：婦人会が企画した読
書会で，55 年 4月 25 日に第 1回，5月 6日に第 2回を開催した。テキストは志賀直哉と芥川龍之
介の小説であった。参加者は 29 名と 14 名にとどまった。
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・伊賀良婦人文庫（伊賀良村公民館『村の新聞』1955年9月1日）：伊賀良の3つの集落で行われている。
・竜丘 PTA 母親文庫（竜丘村公民館『竜丘村公民館報』第 58 号，1955 年 11 月 10 日）：竜丘の
PTA独自の活動で，PTAの予算から本を購入し小学校に配架する。


























松尾村公民館『村の新聞』第 10 号（1956 年 5 月 30 日）によると婦人文庫は婦人学級の延長とい
う位置づけのようである。松尾村公民館では 1951 年から婦人学級も開始し，全村を対象に 1つの学
級で村の歴史や政治などを内容とする講座を行ったが，こうした形式では多くの女性の参加を集め
られないという問題があった。そこで翌年から集落単位で学級を設け，講座も衣食住，衛生，育児










松尾村の婦人文庫の運営担当によって記録された『婦人文庫記録』（1954 年 8 月〜 1960 年 3 月）
をたよりに婦人文庫の運営実態をみていくことにしよう 12。







56 年には 128 グループ 867 名と拡大をみせる 15。その後の詳しい数値は不明だが，表 2の飯伊母親









































































































以上のように，1950 年代後半から 60 年代前半にかけて下伊那地域全体に生活記録文集の活動が
広がっていることが確認できる。しかし発行文集数に注目すると，文集活動は 60 年代前半にはすで
に停滞期に入っていると考えられ，60 年代後半になると定期的な発行が可能な文集は数誌に限られ
てしまう。下伊那地域の農村婦人による生活記録文集活動は 1950 年代後半から 60 年代中ごろにか
けて 1つの時代を作り終焉を迎えたといえるだろう。
生活記録文集と婦人文庫・婦人学級
ここでは 1955 年から 58 年にかけて発行された文集がどのように生まれていったのかを確認して
いく。先ほどもふれた松尾の婦人文庫では，55 年 7 月 14 日の運営委員会で文集の原稿を文庫の各
グループに 1編ずつ依頼すること，文集の名前を『ほほえみ』とすることが決定している 26。そし
て同年 8月 21 日には『ほほえみ』第 1号が完成し会員に配布された。原稿の依頼をしてから 1か月















































































表 4は文部省が行った 1956 年当時の地域青年団体と地域婦人団体の実態調査の結果である 40。こ
の表から婦人会員は主に 20 〜 50 代の年齢層で構成されており，40 〜 59 歳の層が過半数を占める
ことが確認できる。下伊那郡の地域婦人会の詳細な年齢構成は不明だが，全国平均と長野県の差は
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それほど大きくないため，これと似たような傾向にあると思われる。主な婦人会の構成員を 20 代か





















記されるようになる反面，年齢が書いてあることがまれになってくる。1958 年の 1号から 1963 年
の 6号までの執筆者の年齢を 10 代ずつ区切って集計すると表 5のようになる。
表 5によると，不明が多い 6号を除いて年齢層の傾向はそれほど変化していない。20 代と 50 代
は 1割に満たない程度で 30 代 40 代が中心的な書き手となっており山型の構成となっていることが
わかる。60 歳以上の投稿はまれに見られるものの，例外的なものだとみなしてよいだろう。20 代と
50 代はあまり多くないが，20 代は 50 代に比べても延べ人数で半分ほどの人数しかおらず，投稿者
は限られていたといえる。









表 6は竜丘の各集落の文集で 1958 年に発行された時又『草の実』第 4号，桐林『桐の花』第 2号，




この 2つの表からも『ちぐさ』と同様の傾向が読み取れる。より詳しく指摘するなら 30 代，40
代が文集の中心的な書き手だが，30 代の方が多い。50 代は 1割を超えるか超えないかというところ
で，それほど大きな部分を占めていない。60 歳以上は非常に数が限られるため例外的なものだと考
えるならば，もっとも数が少ないのは 20 代ということになる。
文集の書き手は，婦人会を構成する 20 代から 50 代までのそれぞれの年齢層から出ており，特定
の年齢層だけに限られたものではないことから，婦人会員であればだれでも投稿できるという理想



























いる。そしてこの傾向は 6号以降強まり，無記名が大きく減少していき 9号では無記名 1名となっ
ている。ただし無記名の減少は記名の増加に直ちに結びついたものではなかった。たしかに 6号か
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主婦という自称が増えているかどうかはわかりにくい傾向になっている。18号ではかなり多くなっ
ているものの，60 年代には 14 号のように記名か居住地区名が多く他の自称は全体的に少ないのが
特徴となっているからである。














































第 2章では，第 1章で明らかにした 50 年代前期から中期にかけての農村女性をめぐる文化状況を
前提として，女性による生活記録文集の活動がどのように始まったのかを検証していった。1955 年
7 月に喬木村で出された『たんぽぽ』は惰性的なしがらみを打ち破るところから生まれ，それゆえ











最後に文集の執筆者の実態を，年齢層と記名状況から明らかにした。年齢層は 30 代 40 代を中心




















た石原豊美「山村女性の生活意識―昭和 30 年代の生活記録を素材として―」（『農総研季報』No.30，1996 年 6 月）
がある。
2　辻村輝雄『戦後信州女性史』（長野県連合婦人会，1968 年）338 頁




7　松尾村公民館『村の新聞』34 号（1950 年 4 月 1日）
8　龍江村公民館『村の新聞』第 6号（1950 年 1 月 1日）





13　『婦人文庫記録』で運営委員会の詳細な構成が判明するのは 1959 年，1960 年の 2年分だが，当初の役員数とそれ
ほど違いはないのでほぼ同様な構成であったと考えている。
14　松尾婦人会『会誌』1958 年〜（飯田市歴史研究所所蔵，松尾支所文書）
15　飯伊母親文庫の 1グループの人数は通常 4名だが，松尾婦人文庫は平均が 4名以上となっており，グループの人数
に特に制限を設けていなかったようである。
16　飯田市連合婦人会『市連婦の歩み』（飯田市連合婦人会，1968 年）による。しかし松尾婦人会の会員数は 1957 年
から 61 年まで一貫して 1000 名となっており，会員の実数が正確に報告されているとは考えにくい。









24　林正敏（公民館主事）「まえがき」（龍江村婦人会『つどい』第 1号，1962 年 1 月）
25　今井きよゑ「巻頭のことば」（大鹿村婦人会『鹿苑』第 1号，1962 年 1 月）
26　『婦人文庫記録』1955 年 7 月 14 日条
27　『婦人文庫記録』1955 年 7 月 7日条
28　婦人会長佐々木巴「はじめに」（座光寺婦人会『くらし』第 1号，1956 年 9 月）
29　三石季子「思いつくまゝに」（市田婦人会『松の実』第 1号，1956 年 11 月）
30　筒井勝子「婦人会の一年」（喬木村公民館『館報たかぎ』第 16 号，1955 年 12 月 25 日）





34　公民館長宮下功「発刊の辞」（山吹村公民館・婦人会共編『やまぶき』第 1号，1956 年 5 月）
35　婦人会長倉田たつ「はじめに」（山吹村公民館・婦人会共編『やまぶき』第 1号，1956 年 5 月）ではそれまで文章
という形ではっきり示さることのなかった女性の思いを「公民館の方達のお力添えで，引張り出して頂いた」とし
て，文集発刊に際して公民館の協力が大きかったことを述べている。
36　吉川昭文「文集「つくし」の発行によせて」（上郷村婦人会『つくし』創刊号，1957 年 5 月）
　　新井初乃「はじめのことば」（大島村婦人会『あじさい』第 1号，1956 年 6 月）
37　池田憲介「仲間勉強」（売木村青年会・婦人会『峠』第 1号，1959 年 9 月）
38　たとえば，座光寺の今村澄江は出身地が喬木村であることも関係しているが，『たんぽぽ』の発行と筒井の活動に
興味をもち注目している様子を書いている。（今村澄江「タンポポと筒井さん」，座光寺婦人会『くらし』第 1号，
1956 年 9 月）
39　大倉千づる「あとがき」（生田村婦人会『ははこぐさ』第 1号，1956 年 7 月）
40　文部省調査局編『昭和 31 年度社会教育関係団体調査報告書』（文部省調査局統計課，1957 年）
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